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＊ガバナー事務所より 

・ガバナー会よりクラブ例会対応について 

・復興フォーラム延期のお知らせ 

・米山奨学期間終了証授与式中止のお知らせ 

・米山記念奨学生証明書・カウンセラー感謝状 

＊多治見リバーサイドＲＣよりＩＡＣと米山奨学生

交流会の延期のお知らせ 

＊美濃ＲＣより親睦ゴルフ大会開催の案内 

＊地区事務所より 環境関連アンケート依頼   

＊ガバナーエレクト事務所よりＰＥＴＳ開催見合わ

せについて 
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第１９８８回例会 

会長挨拶                          2019－20 年度 和田良一会長 

今晩は。今新型コロナウイルスが世界中を賑わっております。中国で発生して、まさかこんなに広がると

は思いませんでした。まだ日本は大量感染してはいませんが、毎日、テレビで大騒ぎしています。やっと政

府も遅まきながらイベントを中止してくれと言われ、僕の友達も静岡マラソンで走る予定で、1 月からトレ

ーニングしていたが中止になったと言っていました。東京や名古屋マラソンはオリンピックの選考があるの

で、選手だけで一般は参加中止になりました。今日の新聞を見たらサッカーも開催を延期し、野球も無観客

で試合をすると発表しており、スポーツ界でも自粛が広がっています。相撲は状況を見て決めると言って見

えました。僕は郡上でそんなに影響ないと自分では思っていましたが、うちで云うと取引先の所でキャンセ

ルがかなり出たと言われていました。中国のお客さんを予定していましたが、高山や白川は悲惨な状況だと

言って見えました。また工場でも中国から部品が入ってこない為、仕事にも影響が出ているようです。日本

中どれだけマイナス面があるか、ですから株価もどんと下がりました。ただ一つだけ良い事もあったようで

す。みんながマスクをして手洗いをするので、インフルエンザが減ったそうです。いかに手洗いマスクが大

事かということです。 

今日、調理師会の会合がありましたが、とにかく手洗いをせよ、アルコール消毒も手を拭いたら意味がな

い、乾いてから拭けと、それくらい徹底してマスクをすれば大丈夫だという言い方でした。食品から出した

ら大変な事になります。 

心配なのは新型コロナウイルスで、保健所の方も忙しいと大変だと言っておられました。 

陽性になると 1 週間から 2 週間、自宅謹慎になりますが、そのことが大変だと思います。政府もイベント自

粛を要請しています。皆さんも十分健康には気を付けて、それには美味しいご馳走を食べて元気な体を作れ

ば菌も入ってこないと思います。この 2～3 週間、ウイルスにかからないよう気を付けましょう。 

外来卓話「どぶろくについて」                   どぶろく研究会 筧 政則様                  

  皆さん今晩は。本日は、何故どぶろくを始めたのか、どういうものかなど話したい

と思います。 

 どぶろくは、清酒と同じで日本酒です。清酒と同じ作り方をし、原材料も米と麹と水

だけを使います。清酒との違いは漉すか漉さないかです。どのように酒になるかと言う

と、麹菌はカビの一種ですが、カビの働きによって、米に含まれるでんぷんが糖分（ブ

ドウ糖）に変わります。それが酵母菌の働きによって糖がアルコールに変わりお酒にな

ります。麹菌や酵母菌の働きの環境を整えることによって、どぶろくやお酒の味が甘か

ったり辛かったり、アルコール度数が高いものや低い物が出来たりするのは、その調節

によって出来上がります。味や風味の違いは、米の品種だとか、酵母の種類、一番大き

いのは作る場所です。酵母菌は自然界のどこにでも存在します。例えば僕が徳永の周りへ行って、材料も全



部持って行って作っても同じ味は出せません。何故かと言うと、徳永にある酵母菌が加わって別の味に変わ

ってしまうからです。そういった事でお酒作りは難しい面もあるし、面白い面もあります。 

 本題ですが、何故どぶろく作りを始めたかと言いますと、僕の親父が始めたのですが、非常に僕らは仲が

悪くて、ほとんど話をしたことがなくて、これから話すことは僕の憶測です。母親からこうだったという話

だったので、話半分で聞いてください。 

母袋と言う所はスキー場もありますが、山と川しかない辺鄙なところです。そこで暮らしていると殆どの

人が下へ仕事に出ていきます。下と言うと岐阜や名古屋の事を皆さんは言われますが、私達には剣や徳永の

事を言います。そんなことを続けていたら 10 年も 20 年も経てば人が住まなくなり、母袋という地名もなく

なるかもしれないと心配しました。どうすればここで暮らしていけるか考えて、産業を興すにも結構投資が

掛かるので、てっとり早いのは特産品を開発して売ったらどうだろうと考えました。特産に定義するのは、

その土地にしかない物や、歴史に関するもので特産になるのではないかと調べると、豆腐の燻製は母袋には

普通にあるものが他にはないと聞き、これを特産にしようと云う事で、燻り豆腐を作ることにしました。地

元の料理屋さんや、特にたに屋さんに協力をしてもらい、何とか製品になったので売り始めました。沢山は

売れませんが他にはないという事と、後付けの歴史に「平家の落人が伝えた」という事にしたら結構評判に

なりました。いまは地元の奥さんが 5 人、若い男の人 2 人が働きに来ています。当初の目的だった働く場所

を作ることが出来ました。そのまま真剣に作ればよかったのですが、新しい事をしたくなり、京都の湯葉料

理店へ行った時に、「うちは豆腐やだから簡単にできるわ」と言って、豆腐・湯葉の店【奥の奥】を始めまし

た。湯葉料理の店は後になってやって良かったことになります。その次にやったのは、沖縄のお土産にもら

った豆腐ようで、これは豆腐と焼酎と紅麹で作った発酵食品です。これは非常に難しくていまだに開発途中

です。他にイワナの養殖やはちみつを作ったり、小水力発電もやりました。結果、湯葉料理の店や紅麹作り

ががどぶろく作りに繋がった訳です。 

新聞記事で岩手県遠野市が特別構造改革特区を取得して、お酒を造るようになったという記事を見ました。

特別構造改革特区は個人に与えられるものではなくて、地域の活性と図る必要がある地方自治体等に、地域

を限定して特別に許される制度です。まず市役所に行き、申請をお願いしました。当時の担当者がとても酒

好きで、上司も同じで腹一杯飲ませてもらえるからやろうと云う事で、計画書を作りました。かなり苦労し

たそうですが、許可はすんなりできて、平成 20 年にどぶろく特区を取得しました。どぶろく特区の制度にお

ける条件は、３回以上の農地を耕作している特定農業者である事、どぶろくを提供出来る飲食店、または民

宿を経営している実績がある事で、湯葉の店をやっていた事や農業をしていたので簡単に取れると云う事に

なりました。この制度の特例は自然法に定める規定の中で、年間 6 千ℓ作らなくてはいけないという条件が緩

和されていました。その他の条件、人的要件、場所的要件、経営基礎要件、技術設備要件すべて満たされな

いことには許可が下りないという大きなハードルがありました。それに苦労して、税務署や市役所に行き、

皆さんに協力していただいて書類を作り上げて、申請を出し、平成 21 年に酒造免許を取得できました。店に

卸すために酒類販売免許を取り、店で売ることが出来ました。酒税法が出来たのは明治の頃です。古くは平

安時代からお酒に税を課すようになったと言われています。明治時代に国の税種が何％か知っていますか？

すべての税種の 30～40％が酒税です。国は何とか酒税を確保するために酒造メーカーを守ろうとします。高

い税率を掛ける代わりに、メーカーを守って、新しい新規参入の酒造メーカーを基本的には認めないという

策をとってきて、どぶろく特区制度が始まるまで続いていました。現在は酒税法における税種はわずか２％

です。世界においては日本酒が大変ブームになっていますが、清酒の蔵元は、減り続けています。日本以外

の所でも酒蔵がたくさん出来てきて、とても美味しいものが出来るそうです。そして安いので勝てないそう

です。郡上市近隣の酒造元は、郡上市は平野醸造と原酒造の２軒、美濃市は 1 軒、関市は０です。 

どぶろくだけを作っていては儲かりません。経営だけを考えていたなら、どぶろくを作るだけでなく、飲

食店や民宿をしなくてはいけません。もう一つはどぶろくだけを作って生業にするなら、特区制度を利用せ

ず、普通の酒税法の範囲内の年間６千ℓ以上を作る気があるなら出来ると思います。現在大和にあるどぶろく

業者は、うちと三河屋さんの２軒で、地域の活性化と食文化を継承する崇高な目的の為にやっているのと、

自分で作ったどぶろくをたらふく飲みたいという理由で作っています。これだけが皆さんにお伝えしたいこ

とでした。ご清聴頂きありがとうございました。 

ニコＢＯＸ                            ニコＢＯＸ委員会 井俣愛美君 

畑中君 皆さん大和へようこそ。筧さんありがとございます。 

松森君 筧先生、本日はよろしくお願いします。皆様ようこそ私の地元中の地元、大和町牧です。ゆっくり

楽しんで下さい。 

藤代君 筧様、今日は卓話よろしくお願いします。楽しみに聞かせて頂きます。 

同文 寺田澄男君、三島勲君、三島昭君、和田良一君、小島君、岩谷君、野島君、山下君、石徹白君、寺田

正実君、原君、島崎君、佐藤君、山口君、井俣君、清水君、宮川君、川島君 
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